
議題 可 令和 7年度 静教研事業のまとめ
I 三大事業

研究大会

三大事業の中心となる研究大会を、8月 6日 (水)7日 (木)を中心に21の研究部が開催しました。今

年度は、学校図書館研究部が、東海大会を、数学教育研究部が関東甲信静大会を兼ねた
こともあり、昨年を

上回る6、 164名 の参加者がありました。
「集合開催」で行った研究部は、昨年を上回る18研究部で、「久しぶりの紺面での研究会で大変よかつ

た。」「他地区の先生と情報交換できて大変有意義だつた。」という声が多く寄せられました。また、
「リアル

タイム配信」で行つた研究部は、 7研究部で、「時間や旅費を気にせず参加できてよかつた」という声があ

りました。「オンデマンド配信」を行った研究部は、11研究部で、「何度も見返すことができてよかつた。」
「直接講演を聴きましたが、もう一度聞き直しました。」

「自分の都合のいい時間に拝聴しました。」といつ

た声がありました。それぞれの強みを生かした運営方法に成果を感じました。反面、配信機器
の不具合や受

付の不備により、参加できなかつた方がいたことは反省しなければならないことでした。今年
の反省を踏

まえ、次年度へ引継ぎを行うようにしていきたいと考えます。

来年度より、新基本テーマをもとに大会運営を工夫していくことが求められています。今、求められ
てい

る研修観である「主体的な教師の学び」「イ固別最適な教師の学びJ「協イ動的な教師の学び」
への転換を踏ま

え、研修への期待感や満足感が高まるようにしたいと思います。

調査研究活動
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(1)事

(2)各

(3)国

(4)書

(5)数

県統計グラフコンクール、小学校国語・算数定着度調査

上位団体の研究大会への参加、委員研修会・地区研修会での研修等

小学校国語定着度調査 (県下 9919%の公立小学校が参加)

県席書コンクール、県書き初めヨンクール

小学校算数定着度調査 (県下 99,9%の公立小学校が参加)

(6)技術・家庭科教育研究部 県中学生創造ものづくり教育フェア
(7)英 語 教 育 研 究 部  県英語弁論大会
(8)学 校 図書館研究部  県読書感想文コンクール、県読書感想画コンクール
3 研究成果刊行
(1)事 務 局 『研究冊子』(No.56-1)兼『静教研・だより』 6月 号(No.134)、

『研究冊子』(No.56-2)兼『静貌研だより』11月 号(陥 135)、

『研究冊子』(No.56-3)兼『静教研だより』 1月 号(No.186)を
ヌ九k行しました。

(2)各 研究部 各研究部の予定に基づき、都報・研究集録等を発行し、HPに掲載しました。
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Ⅱ その他

研究助成

第 2回理事教育研修会での審査により、下記会員
への研究助成が承認されました。

・佐藤 雅之 教諭 (焼津市立和田中学校 :美術)
。渡邊 満昭 教諭 (静岡市立中島小学校 :特別支援)
※助成者の研究論文は、来年度の研究冊子「ときめきかかわり未来

へつなぐ」(No.57-1)に 掲載します。

各種の研修会 H会合

・理事教育研修会…3回    ・会計監査会…1回      ・評議員教育研修会… 1回
・研究部代表者研修会… 3回  ・研究大会事前研修会… 1回   ・研究部委員研修会…8回
・各部代表委員研修会… 1回  ・定着度調査研修会…2回   ・定着度調査監修会議…5回
・在り方検討委員会…3回

会員以外の調査研究活動への参加受け入れ (浜松市、県立特別支援学校、私立小中単検 )‐
一――__

。「覚書」を結んだ浜松市立の小中学校や、準会員校となった県立特別支援学校 8校及び私立小中学校
10

校に封して、静教研の調査研究活動への参加を受け入れました。

静教研在り方検討委員会からの提言

・令和 6年度から2年かけて、次代につなぐ持続可能な静教研活動を見定め、
「基本テーマ」「研究大会

の割り振り。開催方法」「組織や予算」等の視′点から検討し、提言をまとめました。      ■
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私 テーマ・研究大会・組織・予算等にかかわる提言(案 )
静岡県教育研究会

令和8年2月 在り方検討委員会静 教 研

議題 2

はじめに

静岡県教育研究会 (以下静教研と記述)在 り方検討委員会は、教育を取り巻く諸状況を踏まえて、研究
の

基本テーマなどについて幅広く協議し、次代につなぐ持続可能な活動を見定め、以下
のように提言する。

1 基本テーマについて

(1)「ときめき かかわり 未来へつなぐ」を継続する。

(2)目 指す教職員の姿を新たに明記する。

(3)各研究部が、このテーマを踏まえた研修の方向性や運営方法に心がけることを期待する。

2 研究大会の開催の考え方及び担当地域の割り振りについて

(1)8ブ ロックで 20大会を毎年開催する。

(2)ブロックは、静東地区は、「賀茂
。東豆」「三島・田方」「駿束・沼津」「富士」、静岡地区は、

「静岡」、
マ

静西地区は、「志太」「小笠・榛原」
「磐周・湖西」とする。

(3)会員数比に基づき、静東地区 8大会、静岡地区4大会、静西地区8大会を割り振る
こととする。

(4)大会開催ブロックは、令和 10年度までの実績を考慮し、令和 15年度までを示した。

(5)全国、東海大会等を兼ねる場合は、利便性の面からも開催ブロックを変更する場合も考えられる
が、運

営するブロックと会場が必ずしも同じ地域でなくてもよい。

(6)ブロック内の運営について、共同で行うか単独で行うかは各地域代表評議員の協議により、決定す
る。

ブロック内の開催地域については、開催年の3年前の第 2回代表者研修会で提案、決定する。 (基準日

の決定と同時に)

3研究大会の運営方法と内容について

(1)大会運営に望むこと

①運営するブロックの地域性や研究部の特性に応じ、内容や方法を主体的に決定する
ことが望ましい。

②時間や距離の制約を受けずに、誰でも参加できるよう選択できることが望ましい。

③他地区の教職員と情報交換ができたり、参加者一人一人の課題解決に結び
ついたりするような「対話の

場」があることが望ましい。

④大会運営にかかわる役員や発表者・提案者等に遇度な負担がかからないことが望ま
しい。

(発表者を選出する負担、発表の準備の負担、移動の負担 (旅費))

(2)研究大会の内容 (コ ンテンツ)について         生 ―
~~~‐   ― ャ     ~

①下記のコンテンツ例を参考に、研究部や大会実行委員会として、何が大切か考え、決定す
る。

②静枚研としては「対話の場」を大切にしたい。
「講演」や「実践発表」は、必ず入れなくてはならない

ものではないと考える。
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【コンテンツ例】

○講演(県内外の専門家、大学教授等の講演)

○基調提案(研究部によるテーマの解説等)

O実践発表(教育実践したものの発表)

○研究協議(教育実践に対しての質疑、意見交換・指導助言)

○ワークシヨツプ(ミニ講義 → 演習 → グループワークなど)

○グループデイスカツシヨン(テーマを決めた対話の場)

○実技演習・フイールドワーク(書写、美術、音楽等の実技や社会の実地見学)

○映像による授業公開(録画したものを視聴 ※個人情報には注意)

(3)研究大会の開催方法について

①下記の方法例を参考に、研究部や大会実行委員会として、何が大切か考え、決定する。

②「対話の場」を大切にするとア～ウが、「選択できることを大切にする」と力が望ましいと考えるが、

最終的には研究部で決定する。

【方法例】

ア 1つの会場に集合し、直接コンテンツに触れ、「対話の場」を設定する。

イ ブロックごとの会場に集合し、リアルタイムまたはオンデマンド配信によリコンテンツに触れ、
「対話の場」を設定する。

ウ リアルタイム配信によリコンテンツに触れ、ブレイクアウトルームを活用し、
「対話の場」を設定する。

エ リアルタイムまたはオンデマンド配信でコンテンツに触れ、チヤツト機能やアンケート等を活用し、間接的に
「対話の場

を設定する。

オ ホームページヘの紙上配信でコンテンツに触れ、アンケート等を活用し、間接的に「対話の場」を設定する。

力 上記の方法から複数選択し、ハイプリッドで行う。(アとウ アとエ アとオ など )

4 組織 コ予算について

(1)組織について

①小規模校教育研究部は、令和 10年度末で廃部とし、令和 11年度に全国
へき地教育連盟加盟校等を対

象にした新たな委員会を新設する。

②狛万・究部の委員研修会等の会合をオンラインで開催したり、研究部内の組織をスリム化したりして、負

担軽減に努める。

③学習指導要領の改訂に伴う「教科の新設や改編」への備えをしていく。

(2)予算について

①学校数や教職員数の減少による収入減の中ではあるが、学校負担金及び個人会費は、これまで通りと

し、当面の間、増額はしない。

②各研究部に配分する予算について、算出基準の見直しをする。部員数 600名 未満は 44万円、100名増

加するごとに2万円増額し、1,300名 以上は60万円とする。

③上位団体の研究大会の開催地域や発表者の要請などにより、予算内で活動できない場合の補助に
つい

ては、事務局に申請の上、理事会で承認する。

その他 (調査研究活動 H研究成果刊行 )

(1)従来の 8つの活動について、今後も継続するが、できるだけ
「経費節減」を意識して取り組む。ま

た、「小学校定着度調査」については、引き続き
「在り方検討委員会」で協議する。

(2)各研究部で発行する成果刊行物については、
「経費削減」「事務負担軽減」の観点から、HPを活用し

3
たデジタル版へ移行する。
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令和11～ 15年度 夏季研究大会
◎全国大会 ○東海・北陸大会、関東ブロック大会等

開催担当地域・プロツク (案 )

※地域名の右の数字は前回開催からの年数

研究部
令和11年度 令和12年 度 令和13年 度 令和 14年度 令和15年度

8/  ( )・  ( ) 8/ ( )8/ 8/  ( )・  ( ) 3/ ( )

1 国 語 東 駿 H沼 6 静 静岡 4 西 磐・湖 7 東 富士 12 西 志太 4

2 書 写 西 志太 6 東 層ん欠H'召 4 静 静岡 4 西 小H榛 4 東 賀・東 20

3 社 会 東 将ん朱Ⅲ沼 4 静 静岡 4 西
′卜H榛 7 東 富士 9 西 磐

J湖 6

4 数 学 西 志太 6 東 三・田 8 西 ′よヽ・榛 4 東 駿 H沼 7 静 静岡 4

5 理 科 東 富士 4 静 静岡 4 西 志太 7 東 三・田 13 磐・湖 10

6 音 楽 西 志太 10 東 駿・沼 4 静 静岡 4 西 磐 P湖 7 東 富士 9

7 美 術 東 賀・東 11 志太 5 東 駿 J沼 4 静 O静岡 4 西 小・榛 9

8 保 体 西 磐・湖 5 東 富士 4 静 静岡 4 西
′
Iヽ
・榛 11 東 駿

B沼 4

9 技“家 静 静岡 4 西 磐V湖 4 東 富士 10 西 志太 5 東 駿・沼 9

10 英 語 西 ′卜・榛 7 東 賀 "東 11 西 志太 6 東 富士 8 静 静岡 6

11 生活総合 静 静岡 4 小H榛 7 東 田 10 西 志太 5 東 富士 9

12 道 徳 東 三・田 17 静 ◎静岡 4 西 磐"湖 7 東 駿 '沼 7 西
′よヽR榛 6

3ヽ 特 活 東 田 12 西 志太 9 東 悪ん欠B沼 S 静 静岡 4 西 磐
H湖 6

14 学校保健 静 静岡 4 西 小
H榛 7 東 駿Ⅲ沼 7 西 磐H湖 6 東 三・田 12

15 図書館 西 磐H湖 6 東 富士 5 西 ′よヽ日榛 5 東 駿
H沼 5 静 静岡 4

16 情 報 静 静岡 4 西 志太 6 東 賀L東 37 磐H湖 5 東 田 23

17 特別支援 東 駿 "沼 5 西 磐“湖 5 東 富士 9 静 静岡
4 志太 12

18 生徒指導 東 富士 4 西 小“榛 6 東 三・田 静 静岡 4 志太 7

19 学校給食 西 磐H湖 7 東 駿
H沼 7 西 志太 5 東 賀・東 静 静岡 4

20 事 務 ′1ヽ口榛 4 東 富士 7 静 静岡 4 西 志太 6 東 駿 H沼 5

11111賀茂・東豆
21212三島・田方
3333駿東'沼津 3

88

2

8

3

8

2

8

32

静東

富士
44 44 44 444静岡

33333志太
22332小笠・榛原

8

3

88

3

8

2

8

23

静西

磐周・湖西

※研究部内で、担当ブロックを変更する場合は、静東地区内、静西地区内で行う
ことを原則とし、3年前の

4第 1回研究部代表者研修会兼評議員会で審議する。
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静岡県教育研究会 基本テーマ

ときめき かかわり 未来へつなぐ
令和 8年 2月 静教研在り方検討委員会

平成 25年 2月 に基本テーマを「ときめき かかわり 未来へつなぐ」と改訂して、12年が

経過した。「生きる力」の育成を根底に据え、学校での学びをイメ
ージしたこのテーマに基づいた

研究・実践は、各研究部及び会員の真摯な努力の結果、一定の成果を得ることができた。

しかし、この間、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に端を発した社会生活
の変化や学習指

導要領の改訂、GIGAス クールの実施など教育環境の変化もあり、子どもたちに求められてい

る力も変化している。また、教職員の働き方改革、教職員のなり手不足など、私たち教職員
の研

修の在り方も変えていかなければならない状況にある。

本検討委員会では、こうした状況を踏まえつつも、これまでの基本テ
ーマは、子どもの学びに

とって普遍的な考えを示すものであり、不易 (変わらない部分)と流行 (変えていかなければな

らない部分)を明らかにし、実践していくことが大事であると考えた。さらに時代の変化に対応

した教職員の学びの姿も明らかにする必要があると考えた。

そこで、基本テーマ「ときめき かかわり 未来へつなぐ」を継続することとし、それぞれの

言葉に願いを込め、「目指す子どもの姿」「目指す教職員の姿」を描き、研究
・実践を積み重ねて

いこうと考えた。

1 テー マ設 定の理 由

平成 29年告示の学習指導要領は、子どもたちがこれからの社会をたくましく生き抜くために

必要な資質・能力である「生きる力」の育成を柱に、『主体的・対話的で深い学び』を重視
し、社

会に開かれた教育課程の実現を目指している。また、令和 3年 1月 26日 の中教審答申では、
「令

和の日本型学校教育」の構築を目指し、す
べての子どもの可能性を引き出すために『個別最適な

学び』と『協働的な学び』の両立が重要とされ、ICT活用や少人数指導体制
の整備により、学習者

中心の教育を推進し、Society5,0時代に対応する資質・能力の育成を図る
ことが提言されてい

る。

静岡県では、令和 7年 3月 教育大綱で、基本理念を
「未来を切り拓く人材の育成と社会を生き

抜く力を育む教育の実現」とし、社会が急激に変化する予測困難な時代にお
いて、静岡県が直面

する課題を解決し、持続的な発展につなげていくためには、自ら課題を的確に捉え
て解決にうな

げる能力をもち、未来を切り拓いていくことのできる多様な人材を育てて
いくとしている。

静岡市では、第 3期教育振興基本計画の中で、目指す子どもたちの姿を
「たくましく しなやか

な子どもたち」とし、「予浪1困難な時代」にあつても、常に夢と希望をもち、自ら
の豊かな未来を

切り拓くこ|ので

=芍
予ギもたちを目ゃしていくとして

いる。      ´

令和4年 10月 5日 の中教審中間まとめでは、教員研修の在り方として
「新たな教師の学びの

姿」の実現が重視され、教職生涯を通じた継続的・主体的な学びを基本に、個別最適
な学びと協

働的な学びの両立が求められている。個別最適な学び、協働的な学び
の充実を通じて「主体的・

対話的で深い学び」を実現することは、子どもの学びのみならず、教職員
の学びにも求められる

命題である。さらに、校内研修の充実や ICT活用、大学等との連携強化などを通
じてく理論と実

践の往還を図り、教育の質向上と専門性の深イr歩 目指すことが提言されて
いる。      5
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「ときめき かかわり 未来へつなぐ」の目指す子どもの姿は、私たち教職員にもあてはまる

姿であり、その姿が子どもにとつて重要なロールモデルとなる
であろう。子どもの学びの転換と

ともに私たち教職員の学び (研修観)の転換を図る必要がある。

2 基本テーマに込めた願いと「目指す子どもの姿」

ときめき   ～ときめきを大切にし、感動や喜びがもてる子ども～

子どもにとつて学ぶことは、自分の中に知識や感動の世界が広がる
ことである。学びの中には、

時代がどのように変化したとしても、子どもの未来を決定付け、夢
の実現につながる可能性を秘

めている。子どもは学びの中で、まず、新たな出会いに
「わくわく」する。そこには「なぜ」が

生まれ、「もつと知りたい、調べてみたい、やつてみたい」と
いう意欲が自然にわき起こる。そし

て、学びを通して「できた、わかつた」という喜びや感動を味わう。
これは、学びのつながりで

あり、「ときめき」の連続と言つても過言ではない。また、この
「ときめき」は、一人一人異なる

ものである。こうした一人の子どもの心の中にわき起こる純真な知的好奇心、喜
びの変容と深

化、次なる学びに寄せる期待を大切にしていきたい。

かかわり  ～多様な「ひとHものHこ と」とかかわり、学び合つて伸びる子ども～

子どもにとつて学ぶことは、多様な
「ひと 'もの 。こと」とかかわつて成長していくことであ

る。学びの中には、さまざまな事象や多様な価値観をもつた人と
の出会いやふれあいがある。そ

の中で、自分の思いや考えを表現し、伝え合うことで、それらを質的に共有す
ることができ、自

分のよさに気付き、高めていくことができる。つまり、多様な価値観
のある集団の中で教え合

い、自分の持ち味や個性を発揮し、それが周りに認められることで居場所や出番
があることを感

じ、自分のよさに気付く。それは、見方・考え方が広がつて
いくこと、伸びている自分を実感し

ていくことでもある。このような、互いにかかわり、集団で磨き合う授業に
より、学ぶ喜びや感

動が得られ、自己肯定感や自己有用感を覚え、思考力
・判断力が高まる子どもを育てたい。

未来へつなぐ   ～夢や希望をもって、学び続ける子ども～

子どもにとつて学ぶことは、自分が描いた夢や希望を実現して
いくことである。子どもは本来

「よりよく生きたい」「もつと成長したい」という願いをもつている。そして、夢や希
望を実現さ

せる大きな可能性を秘め、未来に向かつて自分らしい生き方を求めて努力
していく存在である。

子どもが、学びを通して新たな自分を発見することは、学ぶ
ことの価値を実感することにつなが

る。そして新たな自分を実感することは、次
への意欲と自信、新たな目標をもつことである。そ

れは、自分の将来今の期待Fつなが冷ヽのである。そ
こには一人の力で!まなく環境

への働きかけ

やかかわり、こんな自分になりたいと思う強い意志やもつと学びた
いというひたむきな思いがあ

る。このような夢や希望をもつて進んで学んだり、環境とかかわ
つたりしながら、目標に向かつ

てひたむきに努力し、学び続ける子どもを育てたい。

6
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3 基本テーマに込めた願いと「目指す教職員の姿」

ときめき   ～ときめきを大切にし、感動や喜びがもてる教職員～

私たちは、子どもがときめいた姿に喜びを感じ、子どもとともにときめくことができる存在
で

ありたい。そのために、さまざまな事象や子どもの表れなどから
「問い」を見つけ、探究し、実

践に生かすといつた主体的な学びの姿を大切にしたい。急激に変化する時代
の中、授業改善や教

育観の問い直しをしたり、子どもたちの多様性を受容したりして、子ども
一人一人の学びを最大

限に引き出すことが求められている。そうレた環境の変化を前向きに受け止め、学び続け、成長

し続けていく教職員でありたい。それは、自身の成長を実感する
「ときめき」の姿であり、子ど

もたちの「ときめきJにつながることになる。

かかわり  ～多様な「ひと日ものXこと」とかかわり、学び合つて伸びる教職員～

私たちは、さまざまな事象や子どもの表れから生じた
「問い」を解決するために、学校だけで

なく地域の材や専門機関等と積極的にかかわつていきたい。さらに、自分
一人だけではなく、世

代や地域を超えた教職員や行政、大学等の職員などと実践を共有し、互ぃに学び合う
といつた協

働的な学びの姿を大切にしたい。授業研究や実践報告、事例研究、ワ
ークショップ等を通じて、

教職員同士が対話し、課題を共に考え、改善策を協力して実践したり、多様な視点を取り入れ
た

りすることで、子どもたちの学びをより深く理解し、柔軟に対応できる力を育くんで
いく。こう

した「かかわり」により、校内はもとより各市町や地域、ひいては県全体の教職員の資質
・能

力、専門性向上にもつながることになる。

未来へつなぐ    ～夢や希望をもって、学び続ける教職員～

私たちは、「こんな教職員になりたい、こんな仕事をして人の役に立ちたい」と夢や希望を抱
い

て、それぞれの職についた。その後、経験年数を重ねる中でさまざまな課題や日常
の業務を行う

上での関心事が生まれてくる。そうした課題を解決したり、関心事を深めたりするために、柔軟

かつ自律的に学ぶ姿を大切にしたい。研究大会や各種研修会、オンデ
マンド配信、成果刊行物な

ど多様なリツースを活用し、自分のペースで探究を進めたり、年齢や経験年数を超えた教職員同

士が、画一的なテーマではなく、自由な対話の中で、自らの授業や子どもと
のかかわりを起点

に、必要な知識やスキルを選び取つて学習したりする。その中で、0」Tが進み、理念や技術
が継承

されていく。こうした個別最適な学びを保障し、推進していくことにより、
一人一本が新たな夢

や希望を抱いて、子どもたちに向き合つていくことが、
「未来へつなぐ」ことになる。

各研究部においては、「目指す子どもの姿」「目指す教職員の姿」をもとに、三大事業 (研究大

会・調査研究活動・研究成果刊行)を進める上での具体的な視,点や手立て、方法を明らかにする

ことが大切である。また、それぞれがその特性を生かした研究テーマを設定し、日々
の教育実践

を積み重ねていくことや自主的に加入している会員の期待に応え、満足感が高まる研究部運営
に

こころがけていくことを期待する。                           7
7



「在り方検討委員会からの提言」へのアンケー ト結果 (抜粋)

1 基本テーマについて、ご意見やご感想をお書きください。

(評価する】

○提案通りで良いと思います。

○目指す子どもの姿は日ごろよく話題になりますが、目指す教員の姿が示されている
のが良いと思

いました。

O「 ときめき かかわり 未来へつなぐ」と目指す教職員の姿を、関連付けて考えられると良いと

思いました。

O基本テーマの継続はいいと思います。そして、目指す子どもの姿だけでなく、目指す教職員の姿

を新たに明記したのも教職員の研修観の転換を図る上でとてもいいと思います。

【検討を要する】

●学び続ける教職員について、次世代へつなぐ、継承するとすれば、未来
へつなぐというわかりや

すい文言にしたらどうか。

(在 り方検討委員会から)

アンケー トから概ね理解を得ている。特に「目指す教職員の姿」を明らかにしたこと
への評価

の声をいただき、各研究部の研究や大会の在り方につなげていく必要がある。よつて原案どおり

の提案とする。

2 研究大会の開催の考え方及び担当地域の割り振りについて、ご意見やご感想をお書きく
ださい。

【評価する】

○地区が合体したブロックにより、円滑に研究大会の運営や準備ができれば、良いと思
います。

O按分によるものなので、公平性という観点から妥当だと思われます。ただ、ブロックにおける学

校規模までは考慮されてはいないので、管理職の方が発表校の選出の際に考慮して
いくしかない

ですね。難しい問題です。その′点も踏まえて考えてくださり、運営側の方
々に感謝です。

O東西に長い県なので、東・中・西で分かれる開催でよい。

【検討を要するJ

08ブロックの変更はないですが、今後、統廃合で学校数や会員数が減少することを考えると、地

区によつては開催運営や実践発表が困難と言う声もある。また、別大会や別事業
のFテロ催運営と重

なるところもあり、令和 H年度以降の開催地区について、少しでも負担軽減のため別大会など

の情報を把握し配慮できるところは考えてほしいと言う声もあつた。

●児童生徒減で教職員数も減少している地区は配慮してあげて欲しい。

●教科によつては教員の負担が大きくなつている。当たるたびに発表者が同じであ
つたり、運営者

でぁらたりするため、静教研への加入を拒否する傾向に出ているのも現実である。教員の負担が

なく、だれもが参加したい静教研であるために、開催方法、そして旅費の課題に
ついて考える必

要はある。上位大会と調整しながら、基本、研究大会は隔年とし、研究部費
の割当をテ旅費負担で

きるように配分するなどにしたらどうか。

8
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●担当地域についてですが、四年周期で担当がまわつてくると、実質、毎年のように大会
の準備を

しているようになります。 例えば、大会を隔年開催にしたりできないでしょうか。また研究部

内で担当の)贋を相談して変える事もできるようにお願いしたいです。

●会員数の割合に応じて研究大会を割り振つた場合、 5年ごと順番が回つてくる地区もあれば、 1

0年以上回つてこない地区も出てくる。 頻繁に回つてくる地区の負担が大きくなるので、割り

振り方法の見直しを強く希望する。もしくは、負担削減のため研究大会の隔年開催も検討願う。

【感想・要望等】

△全国、東海大会を兼ねる場合は運営するブロックと会場が必ずしも同じ地域でなくてもよ
いとの

ことで、会場となる地域が属するブロックにも何等かの役割が生じてくるのかなと思いました。

大会が大がかりになる場合は担当であるかどうかにかかわらず、全ブロンクで何らかの役害Jをも

ち、支えることが大切だと思いました。

△実際に現地で話を聞いたり、交流したりできると嬉しいです。

△今年の静岡県教育研究会夏は、出張のための予算がなく、オンデマンド配信で参加した。集合開

催のメリットは、他地区の先生方との情報交換ができることだと思っている。予算が削られ、集

合開催ができないのは残念だと思う。

(在 り方検討委員会から)

会員数による按分で公平性があるとの評価をいただいた反面、検討を要するという意見も多く
いた

だいた。まとめると、①会員数の少ない地域への配慮 ②研究部内で割り振りの変更について ③隔年

開催への要望 の3点に集約される。
①については、按分による割り振りをしていることや少人数の地域でも開催できる方法を提示す

る

等でできるだけ配慮していることを説明する。

②については、研究部内で変更する場合の、ルールを提示する必要がある。

③については、研究大会が最も主要な活動であること、毎年会費を納めていただいて
いること、最

新の動向を知る機会であることなどから「毎年、開催する」という方針を、粘り強く説明する。

そこで、以下の提案を加え、原案としたい。                       ｀

【提案】研究大会担当ブロックの変更について

O研究部内で、担当ブロックを変更する場合は、静東地区内、静西地区内で行うことを原則と

し、3年前の第1回研究部代表者研修会兼評議員会で審議する。

3 研究大会の運営方法と内容について、ご意見やご感想をお書きください。

【評価する】

O「対話のナ易」を大切に、という考えに賛同します。

O情報交換等の封話の場があるのは、とても良いと思います。せらかく様々な地区から、先生方が

集まっていますので、対話の中で得られるものもあると良いと思います。

O実践発表でなくても良いという考え方には賛成である。その地区の先生方は、多大な時間をかけ

て発表に向けて準備してくださつているが、勤務時間外の仕事がかなり多いのではな
いかと思

うど対話を重視するなら(講演を聞いて対話するだけでも十分研修になると思う。

○各地区、各研究部によつて運営方法を考えることができるのはありがたいです。ただ、発表者、

参加者、運営側にとつて主体的な大会となるようにしたい。

O開催が遠方地区は、「サテライト」形式での選択ができるとよい。
9
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O遠方への旅費が確保できないならば、実践発表や講話はジアルタイム配信かオンデマンド、ブロ

ックごとに集合して対話の場がある形でも良いと思います。

【検討を要する】

●サテライト方式は、主の開催地区だけでなく、他の地区にもお願いすることが多くなる。また各

地区の把握や運営指示など新たな負担も出てくるのではないかと思いました。

●担当地区に任せ、工夫していただきたい。ただ、資質向上のためには実践発表は外せな
いと考え

る。ワークショップは少人数の方が向いており、地区開催での実施が適当と考える。夏季研究大

会に出たいと思うのは、目玉となる講演や発表があるからではないか。

●協議の時間を設けることで、参加者の満足感が高くなるのは理解できますが、静岡県の財政状況

を考えると次年度の旅費予算がかなり厳しくなることが予想されます。旅費予算
のことも考える

と参集はかなり厳しくなると思うので、そのことも踏まえて検討していただきた
いと思います。

●半日開催のあり方については、示されているように、
「『半日開催を目的としない』 (原則)と

し、開催日程 (終 日・半日等)については、地域や研究教科部の状況・特性に応じて吟味す

る。」としたい。

【感想・要望等】

△対話の場よりも、講演を充実してほしい。

△講演を地区ごと集合研修で聞き、対話の場をもつのはどうでしょうか。

△出張旅費が厳しい中で、開催方法としてハイブリッド型 (オンライン参加、オンデ
マンドでの参

加、対面参加いずれも可)を今後も推奨していく必要を感じています。

△大会のための授業とならないようにしたいように感じた。

(在 り方検討委員会から)

「対話の場の重視Jや「選択できること」や開催地の実‖青に合わせて、主体的に開催方法を

決めることといつた基本方針には、概ね評価をしていただいている。サテライト方式に
ついて

は、賛否があるところであるが、例としては残しつつ研究部の対応に任せたい。以上の
ことか

ら、原案どおりの提案とする。

4 組織・予算について、ご意見やご感想をお書きください。

【評価する】

O経費削減や負担軽減のための取り組み、ありがとうございますど

○様々な物価が上がっているなか見直しはやむを得ないと思います。

O出張したくても旅費が無いため行くことができない現実を考えると、予算や開催方法などの見直

しも必要だと思います。

【検討を要する】

●部員数に関係なく、予算の均等配分はできないか。他研究部の予算がどのように使われて
いるか

中身が見えない。

●運営役員の旅費予算については、これまでと同様に、教科部の配当予算内で対応できれば可と
し

てほしい。                            ~
●規約もあるため、内部組織のスリム化には無理がある。

●組織づくりについては、無理
。無駄なく精選し、持続可能なものとしたい。

■ 0
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【感想・要望等】

△加入者数が年々減っている。新年度に静教研についての積極的な周知が必要。

△教員の数も少なくなつているため、増額しても致し方ない

△予算が逼迫している中、配信型やハイブリッド型と参加方法を選
べるのは研究大会参加へのハー

ドルを下げる面で有効だと思う。

(在 り方検討委員会から)

検討を要する意見の中で、「研究大会の役員の旅費」についてあつたが、負担にならな
い開催

方法を提案しているので、原則通り「学校負担」としたい。また、予算については、研究部
の

活動により増額できることとしているため、対応可能である。

意見の中で、「力日入者を増やすこと」があつたが、今後の課題としていきたい。また、規約
が

スリム化の障害になつているとの指摘から、下記のように
「研究部規程」の見直しを検討した

い。

【提案】研究部規程の見直し

変更点 ①研究大会実行委員会の明記
②幹事会及び研究推進委員会の位置づけ→必要に応じて置くことができる

③編集主任の明記

以上のことから、原案どおりの提案与する。

5 その他 (調査研究活動 H研究成果刊行)について、ご意見やご感想をお書きください。

【評価する】

O成果刊行物については、HP活用でいいと思う。また、カラーではなく白黒印刷でもいい。

O成果刊行物についてはHPを活用したデジタル化が良いと思います。

【検討を要する】

●刊行物がデジタル版のみになるとわざわざHPま で読みに行く人は少な
いのでは?

【感想・要望等】

△資料作成の負担を軽減するため、作成資料の精選や、転用しやすい様式になるよう図り
たい。

△デジタル版もよいと思いますが、確実に目を通すのは自分の場合は紙媒体なので、学校回覧用
に

紙媒体での発行もあればありがたいです。

△調査研究活動は具体的なものが定着度調査、席書
コンクール、書き初めコンクール、ものづくり

教育フェア、英語弁論大会、読書感想文、読書感想画
コンクール、統計グラフコンクールで、他

の部が行つている内容が見えない。

(在 り方検討委員会から)

研究部の成果刊行物のデジタル化については、概ね評価された。成果刊行物や調査研究活動

については、今後も「静教研だより」を通じて、周知していきたい。

以上のことから、原案どおりの提案とする。

//
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議題2-2 諸規程の改訂について

I 研究部規程について

(1)改訂の理由

①在り方検討委員会の提言 (令和 8年 2月 )により、研究部活動の負担軽減のために組織を

スリム化する上で、現状に即した条文に改訂する必要がある。

②研究部の活動の実態に即した条文を整える必要がある。

(2)主たる改訂箇所

①幹事会・研究推進委員会を「必要に応じて置くことができる」に改訂する。

→ 研究部の議案書等には、幹事会は6研究部、研究推進委員会は4研究部しか位置づけられて

いない。この改訂により、必要かどうかを見直夕機会としたいため。

②研究大会実行委員会、編集主任を明記する。

→ どちらも研究部の二大事業を扱う重職であり、実際に機能している職であるため。

③改正については、委員研修会から研究部代表者研修会とする。

→ すべての研究部が同じ規程で活動することができるようにしたいため。

(3)備考

・本代表者研修会で承認された後、各研究部委員研修会においても承認をとる必要がある。

Ⅱ 助成規程について

(1)改訂の理由

・現状に即した条文に改訂する必要がある。

(2)主たる改訂箇所

・申請の手続きに研究部長の副申請書の項目を削除する。

→令和 4年度より、広く会員が応募しやすいように、この措置が行われていたため。

■ 2
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静岡県教育研究会研究部規程

琴乳 裂 研郷 は、静岡漿舞靭聯会○○研第 陀紺 る。

“

憂電が楽
劇 鞣   倉饗写:介

に則吹 小麟 姉 に関する調査研究慈行ム そ叫 の

晃象
F軽躍集撃著猪薪斐誓領謀羅量

嗣虫次の幹桁九
2 研究大会、研修会、講習会のPフ伺催
3 研究成果嚇 千V子
4 目的を同じくする各種の教育関係機関、教育関係団体との連携
5 その他、目的を達成するための必要な事項

是 逮  研究部は、為 触 制 始 釦 疇 5条の規程によ紳 限 始 触 会会員で、この研究部に期 を希
望する者によつて構成する。

鵬 関)
第 (}5条 1 研究部に久の機関を置く。

委員研修会2盤 t鵬    蓄乱

潔F解1か話 を決貧警嬬費2こ雀』量ξ魯岳よζ量3と:ぱ鷺運猷蓮麺彊2 委員研修会は、予算及び決算、事業計画
さ注た重要事項について、審議決定または承認する。

線
患 1幹事会は、音円の運営上必要な事項を審議処理する。
―てと――-1'牟

=目

自≒とミHドユ争下―!εと彊藍目Hド三手だ写:モう=三ζf子雫HE亀ラう
どq骨日と舅鷺|'L=電子。

第98条 ち       量e市雲督薪穆基密家写輩資伝憲iする。
第9条 と顎妻交套彗雇蓬〃芦指遭紹鋼♂墓配離粂て決める。
1 研究部の会議は、すべて過半数の出席で成立し、出席者の過半数の賛成をもつて決める。ただし、
可否同数の場合は議長が決める。

2 研究部は、委任状を承認する。

識

条

　

　

司

条

徐

役

第

第 10

(部長、副部長)

第 12条

研究部に、次の役員を置く。

部長1名、扇1部長若千名、事務長1名、幹事碧手名〒会計主任1名、編集主任
1名、会計監査員3名。

１

２

３

４

部長及び副部長は、委員研修会で選出する。

部長は、研究部を代表し、部の仕事を総括する。

縣艶露錢維ぴ兼鍛策を巻はその職務締 る。

/3
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扇藪
論寸魏箪稀‰銚管禦懺纏瞬昆?議醗!"°
3 会計主任は、研究部の会計を取り扱う。
4 編集主任は、成果干確彬匠濡牒業務を取り扱う。

ケ
　
　
９

条

期

条

　

費

紳
に
紳
　
催
条

Ｄ

条

則

条

l改

lイ |ヽ

第  18

第

第

(会計昨れ

第 16条

除計年度)

(付 貝1)

第 6条

会計監査員は、委員研修会で選出し、研究部の会計を監査して委員棚陵公に報告する。

1 研究部の役員及び委員の任期は、すべて1年とする。ただし再任を妨げない。
2 補欠員の任期は、すべて前任者の残任期間とする。

研究部の経費は、静岡県教育研究会から配分される部費をもつて充てる。

研究部の会計年度は、4月 1日に始まり、3月 31日 に終わる。

この規程の改正は、委員研修会研究吉M増緒錦含において3分の2以上の同意を得なければならな
い。

1 この規程イま、日召和41年 10月 12日から実施する。
2`平成8年 5月 24日一部改正 (研究部委員会構成に但書き追加)
3 平成16年 6月 1日一部改正 (役員の構成及び事務長、会計主任の役割明識
4 平成20年 3月 5日一部改正 (小中養護学校を小中特別支援学校に)
5 令和8年 1月 29日一部改正 (石汗究夫斜髯稜 員会を追加、編集ヨ車粥幣」明言己l

静岡県教育研究会助成規程

魂映
義鐵琴発     鍬Υ堤塞洗どあ患域餓 sる

ノlヽ中捌難

製 鞍 弩 協 の助向よ 本会の会員並湖こ会員で構成す綱 体が行う教育研究活動
を対象とする。

督躍鹿堵
氣
岳窃 鱗 路 の躙 よ 嚇 殻 けようとする者の申言青及併 度の方全

「に炉 き、理摯 において決

(申請の手鮮
°

第4条
副鸞峯瑾逐鞣童皇二を脅案健 により会長に提出する。

孵 鋸 勅 成を受け溝 は、研究の鰈 を鋲 醐 争 るとともに、広く鎮 に発表する。

1 この規留ェは、昭和41年 10月 12日から廠子する。
2 平成3年 3月 12日一部改正 (申請時期の変更)

デ蕃篤ζ新撓魂嘲需ば壽誰攀醒隠 、研究部長の副申書削除)

■ 4
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議題 3 令和 8年度 静教研事業について

3-1 令和 8年度 事業計画 (案)について

1 基本テーマ X組織・予算等
・基本テーマ「ときめき かかわり 未来へつなぐ」 (令和8年 2月改訂うのもと、「研究大会」 嘲査

研究活動」「研究成果千1行」の二人事業を中心に具体的な活動計画を立て、研究の充実
。発展に努める。

・在り方検討委員会からの提言や昨今の教育を取り巻く状況等を踏まえながら、研究部活動や静教研事

業の在り方を見直し、組織のスリム化や会議のオンライン化など、積極的に改善に取り組む。

2 事業の方針と事業内容
(1)研究大会
・令和 8年 8月 5日 lフk)、 6日 休 )の基準日を中心に21の研究部すべてが開イ樫する。

・特別支援教育研究部は、東海北陸地区大会を、英語教育研究部は、全国大会を兼ねて開催する。

・研究部や開催担当地区の柔軟な発想により、開催方法や内容をI夫する。

(2)調査研究活動
・教職員の指導力向上を目的とした調査研究活動 (小学校定着度調査、各種

コンクー′k発表会等)を

従来通りに実施する。

・県立特別支援学校および私立小中学校は、準会員規程に基づき、学校負担金を納め、
8つの活動のす

べてに児童生徒を参加させることができる。

・浜松市立小中学校は、静教研との覚書に基づき、調査研究活動費を納め、3つの活動 (倉J造も
のづく

り教育フェア・英語弁論大会・読書感想文コンクールlに児童生徒を参力Hさせることができる。

(3)研究成果刊行
・事務局は、「研究冊子」 (第 57号)兼「静教研だより」 (6・ 11・ 1月 号)を年 8回発行し、す

べ

ての会員に配付する。

・各研究部は、菩隣R・研究集録等の成果刊行物を発行し、広く会員
へ周知するために、ホームページに掲

絨 る。

(4)譜会合
・理事教育研修会… 3回           ・会計肇杏会…1回
・評議員教育研修会…1回          °研究部代表者研修会…3回
・研究大会事前研修会…1回         ・研究部委員研修会…8回
・
・各部代表委員 (会計担当)研修会…1回   ・定着度調査研修会…2回、同監修会議…5回

・在り方検討委員会…2回

(5)その他
・研究助成 6件程度 (各 5万円)を募集る (個人・グループ可。静教研事務局に申請書を提出する)

・地域実践校研究校 5校 (各 2万円)を選出。 (年度末に地域教育研究会長に推薦を依頼する)

・教育講演会 10万円を支出。 鱒 業団体と共に主催)

3 会費 ,学校負担金       ‐            i十  ~~~~｀
。会費は、一人年額2,OOO円 (2研究部まで登録可)
・学校負担金は学校規模 (学級効 に応じて次の3段階とする

1- 9学級…………年額 2, 000円    10～ 19学級……・・“年額3, OOO円

20学級以上 …………年額4, 000円    ※ 特別支援学級は学級数から除く  ■5
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研究部
令和 6年度 令和7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和10年度

8/7(フk)・ 8(木 ) 8/6(フk)・ 7(木 ) 8/5(水 )・ 6(木 ) 8/4(,k)'5(木 ) 8/2(ノk)・
3(木 )

1 国 語 東 三・田 10 静 静岡 4 東 賀J東 15 西 ′1ヽ・榛 9 西 志太 6

2 書 写 西 磐・湖 6 東 駿・沼 6 静 静岡 4 西 小H榛 7 東 富士 7

3 社 会 東 馬炎H'召 6 静 静岡 4 西 磐'湖 9 東 三・田 14 西 志太 8

4 数 学 束 駿〕沼 6 東 ○富士 10 西 小・榛 7 西 磐・湖 6 静 静岡 4

5 理 科 東 富士 14 静 静岡 4 東 賀〕東 10 東 駿
H沼 5 西 小・榛 8

6 音 楽 西 磐!湖 10 東 馬炎・,召 5 静 静岡 4 西 小'榛 6 東 三・田 :10

7 美 術 西 志太 5 東 富士 9 東 馬炎・

'召

5 静 静岡 4 西 磐!湖 6

8 保 体 東 三 '田 15 東 富士 8 静 静岡 4 西 志太 7 東 駿 H沼 5

9 技演家 静 静岡 4 西 磐H湖 12 西 志太 8 東 賀L東 18 西 OttH榛 6

01 英 語 西 志太 7 東 三 ,田 9 静 ◎静岡 5 西 磐
H湖 7 東 層

角欠H'召 5

1ヽ 生活総合 静 静岡 4 東 賀・東 14 西 志太 8 西 磐・湖 10 東 駿・沼 6

12 道 徳 東 駿・沼 6 静 静岡 4 西 小・榛 7 東 富士 7 西 志太 6

13 特 活 西 小日榛 15 東 駿・沼 :5 西 磐・湖 7 静 静岡 4 東 富士 6

1 4 学校保健 静 静岡 4 西 磐・湖 16 東 富士 7 西 志太 5 東 賀 =東 20

15 図書館 東 富士 6 西 ○小・榛 8 東 駿
H沼 6 西 志太 5 静 静岡 4

1 6 情 報 静 静岡 4 東 富士 6 西 磐・湖 5 東 駿「沼 5 西 小H擦 5

17 特別支援 西 磐・湖 5 東 田 8 西 O小 ,榛 6 東 賀・東 14 静 静岡 5

18 生徒指導 東 富士 7 西 志太 10 東 駿・沼 5 静 静岡 4 西 磐 L湖 6

19 学校給食 西 小
H榛 14 西 志太 9 東 田 8 東 富士 7 静 静岡 4

20 事 務 西 ′よヽ口榛 12 西 志太 6 静 静岡 4 束 駿・沼 6 西 磐・湖 8

小規模 東 賀H東 15 西 小・榛 16 西 志太 6 東 駿・沼 5 静 静岡 5

令和6～ 10年度 夏季研究大会の開催担当地域 令和8年 1月 29日 (本 )現在

◎全国大会 O東海・北陸大会、関東ブロツク大会等 ※地域名の右の数字は前回開催から
の年数

イ
　

一

東① l～ 2 賀茂・束豆

9 束

賀・東

10 東

賀・東

7 東

賀・東

9 東

賀'東

7東② l″ 2 三島・田方 三・田 三・田 =・ 田 三・田

東③ 3～ 4 駿束,沼津 駿・沼 悟麦・,召 駿・沼 駿 '沼

東④ 2～ 3 富 士 富 士 富 士 富 士 富 士

静 4～ 5 静 岡 4 静 静 岡 4 静 静 岡 静 静 岡 3 静 静 岡 5

西① 2～ 3 志 太

西

志 太

7 西

志 太

9 西

志 太

9 西

志 太

9
西② 2～ 3 小笠・榛原 小・1秦 小・榛 小・榛 ′1ヽ・榛

西③ 2～ 3 磐周・湖西 磐・湖 磐・湖 磐・湖 磐・湖

はヽ

4岳鰯密笛品溺冦ノ
関東甲信越静大会 :全国大会一一

月20(金 )21(土 )にグ月20日 (水 )に開催 1

。F日ヨが3 ップで開催を予定

推乳軽溺祭隅 霜
ある。

東海地区大会
基準日に開催

東海・北陸地区大会
月 日 ) 7 日 (金 )にグラ

る 静岡

地区の負担を考慮し、R9と
R10の担当地域を入れ替

■ 6

8月

区大会
ヽ

※令和12年度に本県で全
開催するため、上

団体より 開催を見合わ

東海大会
国大会を静東(駿
・沼津)で開催した。
0東海大会は静西で1

開催するため、富士地
区の予定を、小笠,榛原
に変更したい。
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研究部 開催方法 開催日 H期間 集合会場 l凹引言会場) 開催ブロック

1 国  語 集合開催・リアルタイム配信 8/6(木)終日 下田市民文化会館 賀茂'東豆

2 書  写 集合開催・リアルタイム画団言 8/5(水)午後 静岡県教育会館すんぷら一ざ 静 岡

3 社  会 リアルタイム画団言

集合開催 (磐周のみ)

8/5(水)午後 各学校

磐田市ながふじ学府小中一体校

磐周'湖西

4 数  学 リアルタイム配信 8/S(水)午後 各寺4交 (学校組合立御前崎中学校) 小笠・榛原

5 理  科 リアルタイム配信

集合開催 僚豆のみ)

3/5(水)午後 各学校

伊東市立門野中学校

賀茂・東豆

6 音  楽 集合開催 8/6(木)終日 静岡労政会館・静岡音楽館AOI 静 岡

7 美  術 集合開催 8/6(木)午後 沼津市民文化センター 駿東・沼津

8 lttlttl本育 集合開催 8/5(7k)終 日 静岡県コンペンションアーツセンター

グランシップ

静 岡

9 技術 H家庭 集合開催 8/6(木)午後 藤枝市立青島中学校 志 太

10 英  語 集合開催 (兼全国大会) 11/20(金 )～21(上) 静岡県コンペンションアーツセンター

グランシップ

静 岡

11 生活 H総合 集合開催 Hオンデマン脚己信 8/5(水)午後 大井川文化センターミュージヨ 志 太

12 道 徳 オンデマンド配信 8/5(水 )～ 141金) 各学校 (4遂教育E舗官他) 小笠・榛原

13 特別活動 集合開催・リアルタイム画団言 8/5(水)午後 湖西市立鷲津中学校 磐周・湖西

14 学玲対呆十建 リアルタイム配信

集合開催 (富士,富士宮のみ)

8/5(水)午後 各学校

富士教育会館

富 士

15 報 図凱 リアルタイム配信 3/6(木)午後 各学校 (沼津教育会館) 駿東・沼津

16 lド同
F‐

   革晨 リアルタイム配信'オンデマンド配信

集合開催 鰹周のみ)

8/6(木)午前 各学校

磐周教育研究所

磐周・湖西

17 特別支援 集合開催 (兼東海北陸大会) 8/6(木 )～ 7(金 ) 静岡県コンベンションアーツセンター

グランシップ

小笠・榛原

18 生徒指導 集合開催 Hオンデマンド配信 8/5(水)午後 裾野市生涯学習センター 駿東・沼津

19 学校給食 オンデマンド配信

集合開催 (二島・田方のみ)

8月中旬～下旬

8/6(本)午後

紳

韮山文化センター時代劇場

三島 田方

20 事  務 集合開催・オンデマン脚酬言 8/7(金)午後 静岡県男女共同参画センタTあざれあ 静 岡

21 珂蜆離 オンデマンド画己l言 8/6(木 )～ 31(月 ) 各学校 志 太

議題3-2 令和 8年度 研究大会の計画について
令和8年 1月 29日現在

※上記は、令和 8年 1月 29日現在の予定であり、今後変更する場合がありますσ ―   ― ― _  i  ―

※静教研 IIPに大会の資料を「紙上配信」しま坑 錦 、特別支援は除く)直接、参加できない方については、ご活用

くださヤヽ

◆令和9年度の夏季研究大会について

・開催基準日は8月 4日 (水 )、 5日 (木)です。

H上位団体の大会と兼ねて行う研究部はありません。   /7                    ・
7


